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令
和
２
年
度
当
初
予
算
は
、
市
長
の
所
信
表
明
で
あ
る
「
市
民
と
と
も
に
つ
く
る
。

市
民
が
幸
せ
に
な
る
。
市
民
本
位
の
市
政
！
」
の
実
現
に
向
け
て
、
住
民
福
祉
の
増

進
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

一般会一般会計計　４２７億８３００万円

予算総予算総額額　７８８億　７６４万円

令
和
２
年
度

　
今
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計

が
４
２
７
億
８
３
０
０
万
円
、

特
別
会
計
は
２
６
３
億
８
５
７

３
万
円
で
、
公
営
企
業
会
計
の

う
ち
水
道
事
業
会
計
は
、　

億
４２

４
４
０
２
万
円
、
下
水
道
事
業

会
計
は
、　

億
９
４
８
９
万
円

５３

で
す
。

　
収
入
（
歳
入
）
の
大
き
な
柱

で
あ
る
市
税
は
、
１
億
１
０
７

７
万
円
の
増
（
昨
年
度
比
０
・

８
㌫
の
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
を
目
的
別
で
見
ま
す

と
、
予
算
規
模
の
大
き
い
も
の

か
ら
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
福

祉
、
生
活
保
護
、
保
育
・
子
育

て
の
施
策
に
必
要
と
な
る
経
費

（
民
生
費
）
２
０
６
億
７
９
８

９
万
円
、
予
防
接
種
や
ご
み
収

集
、
富
田
林
病
院
の
建
て
替
え

な
ど
、
健
康
で
衛
生
的
な
生
活

環
境
を
保
持
す
る
た
め
の
経
費

（
衛
生
費
）　

億
１
６
５
１
万

６９

円
、
教
育
に
係
る
経
費
（
教
育

費
）　

億
３
０
２
９
万
円
と

３９

な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
に
見
ま
す
と
、
予
算

規
模
の
大
き
い
も
の
か
ら
、
生

活
保
護
な
ど
社
会
保
障
制
度
に

令和２年度

予算の状況

問
い
合
わ
せ
　
財
政
課
（
内
線
3
3
５
）

予
算
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令和２年度施政方針（抜粋）

　昨年５月、市長に就任させていただき、所信表

明において「市民とと

もにつくる。市民が幸

せになる。市民本位の

市政！」を実現するた

め、全力で取り組むこ

とを皆さまの前で宣言

し、早一年を迎えよう

としています。

　この間、継続する市

政の諸課題に迅速に対

応するため、新たな施策の検討、準備、実施など、

市役所が一丸となって市政運営の改善・強化に取

り組んでまいりましたが、それらはまだ緒に就い

たばかりです。

　私たち地方公共団体が果たすべき役割は、地方

自治法に規定されている「住民福祉の増進」、すな

わち子どもから高齢者まで全ての市民の皆さまに

「富田林に生まれて良かった、暮らして良かっ

た、長生きして良かった」と思っていただけるよ

うな行政施策を推進し、ハード・ソフト両面にわ

たり市民満足度の高いサービスを提供することで

す。　　

　市民の皆さまが幸せを実感できる富田林の実現

に向けては、まだ遠く厳しい道のりがあると認識

しておりますが、公民連携や Ｓ 
エス

 Ｄ 
ディー

 Ｇ  ｓ への取り組
ジー ズ

みをさらに進めながら、市民本位の市政の実現に

向け、全職員が「 他  思 
た し

 力 」「
りょく

 他  喜 
た き

 力 」を発揮し、さ
りょく

らなる市政の改革に取り組んでいくため、市長と

して粉骨砕身努力してまいります。

　　　　　　　    富田林市長　 村　善美

※施政方針の全文は、市ウェブサイトの「市長の

部屋のページ」でご覧いただけます。

関
す
る
経
費
（
扶
助
費
）
１
２

１
億
１
５
８
３
万
円
、
市
職
員

の
給
与
な
ど
人
を
雇
う
た
め
に

か
か
る
経
費
（
人
件
費
）　

億
８３

８
３
６
７
万
円
、
委
託
費
な
ど

の
市
が
支
出
す
る
消
費
的
性
質

の
経
費
（
物
件
費
）　

億
８
４

４８

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市長・副市長・教育長の給料の一部
を減額します

　現在の市を取り巻く厳しい財政状況を勘案

し、市長の給料月額を２０㌫、副市長・教育長の

給料月額を１０㌫減額します。

　減額の期間は令和２年４月から市長の任期が

終わる５年４月までとなります。

問い合わせ　人事課（内線３２２）

今
年
度
の
主
な
実
施
事
業

に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。



４

■金剛地区の新たなまちづくりの実施《９６３万円》

　新たに金剛地区再生室を設置し、都市空間再編のあり方検

討などを含め、金剛地区の魅力向上につながる取り組みをさ

らに推進します。

■交通不便地域公共交通支援事業補助金の創設《２００万

円》

　地域公共交通の試験運用への支援として、交通不便地域公

共交通支援事業補助金を創設します。

■空き家バンク掲載物件に関する補助金の創設《３２０万

円》

　空き家の適正管理の促進・有効利用につなげるため、関連す

る補助金を創設します。

■富田林産農産物のブランド化の促進《３２６万円》

　富田林産農産物のブランド化に向けた取り組みを促進します。

■観光事業の推進《７０万円》

　生活空間型観光の実現に向けて、大学と連携し富田林寺内町

を拠点とした観光に関する調査・研究および事業を実施します。

■若者が活躍するまちづくりの実施《１２２万円》

　若者に市政に興味を持ってもらうため、若者が活躍するま

ちづくりを推進していることを周知するためのイベントを開

催します。

■食糧提供による自立支援の実施《１５０万円》

　生活困窮者向けの自立相談支援機関において、フードロス

食品を活用した食糧提供をきっかけとした自立支援を実施し

ます。

■コミュニティソーシャルワーカーの配置《３６３０万円》

　コミュニティソーシャルワーカーによる「福祉なんでも相

談窓口」を市役所内に設置します。

■校区担当職員の配置《１０万円》

　小学校区ごとに校区担当職員を配置し、校区交流会議への

参加など、増進型地域福祉の実現に取り組みます。

■市政モニター制度の実施《５万円》

　市民ニーズの把握のため、市政モニター制度「わがまちパー

トナー」を創設します。

■防災対策の推進《３８４万円》

　防災情報の伝達手段強化のため、防災アプリを導入します。

また、各避難所などに災害用備蓄としてコンパクトエアーベッ

トと液体ミルクを新たに導入し、計画的な備蓄を実施します。

■庁舎整備基本計画の策定《８５７万円》

　本市庁舎の防災拠点として求められる耐震性能不足などの

課題を解決するため、庁舎整備基本計画を策定します。

■がん患者医療用補正具の購入に対する助成金の創設

《４６万円》

　がん患者医療用ウィッグ・乳房補正具の購入に対する助成

金を創設します。

■検診の個別通知を実施《１０８万円》

　がん検診などの受診率向上を図るため、個別通知を実施し

ます。

■富田林病院の建て替え《２４億９６６８万円》

　今年度秋の本館供用開始、来年度秋の完成をめざし、富田

林病院の建て替えにかかる費用を大阪府済生会へ引き続き補

助します。

■耐震性のない木造住宅除却補助金の創設《４００万円》

　昭和５６年５月以前に建てられた耐震性のない木造住宅の除

却に対する補助金を創設します。

■ＮＥＴ１１９緊急通報システムの導入《６３６万円》

　聴覚・言語機能障がいのある人が、スマートフォンなどを利

用し、インターネットを介して音声によらずに通報できるＮ

ＥＴ１１９緊急通報システムを導入します。

■民間保育所の運営費の補助《１億１０７０万円》

　新たに開園する 葵  音 つばさこども園の運営経費の一部を、
り おん

負担金として補助します。

■民間認可保育施設の整備《２億７７８０万円》

　待機児童解消のために新たに誘致する民間認可保育施設の

整備に係る費用を補助します。

■小中学校のＩＣＴ環境の整備《１億６７７８万円》

　小・中学校の児童・生徒に、タブレットを１人１台用いた

学習環境を整備していきます。

■市立幼稚園における未就園３歳児クラスや預かり保

育時間延長の試行《３０１１万円》

　市立幼稚園に関する取り組みとして、未就園３歳児クラス

や預かり保育の時間延長、合同保育のための園から園へのバ

ス送迎および月２～３回の給食体験を試行します。

■電子決裁システムの導入《９２８万円》

　業務の効率化に向けて、文書管理システムに電子決裁を導

入します。

■市民税課税業務の一部を委託化《１５９５万円》

　限られた人員を効果的に活用し、市民サービスの向上を図

るため、市民税課税業務の一部を委託します。

「子育てするなら富田林」を一層推「子育てするなら富田林」を一層推進進

市民本位の市政の推市民本位の市政の推進進

令和２年度予算の

主な実施事業

たゆまぬ行財政改革、市役所改革を実行したゆまぬ行財政改革、市役所改革を実行し、、
持続可能な自治体運営を確持続可能な自治体運営を確保保

誰もが安心して自分らしく暮らせる共生福誰もが安心して自分らしく暮らせる共生福祉祉
社会をめざ社会をめざすす

市民の安心・安全・いのちを守市民の安心・安全・いのちを守るる
まちづくりの推まちづくりの推進進

人とまちがにぎわう元気なふるさ人とまちがにぎわう元気なふるさとと
富田林を創富田林を創るる

《 》内は事業費
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本
市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
地
域
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
推

進
や
新
た
な
施
策
へ
の
対
応
な

ど
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な

市
役
所
を
め
ざ
し
て
、
４
月
１

日
昌
よ
り
、
市
の
組
織
を
一
部

変
更
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
窓
口
の
名
称

や
配
置
が
変
わ
る
部
署
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
　
主
な
変
更
箇
所
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

市
役
所
１
階

■
環
境
衛
生
課

　
衛
生
課
と
み
ど
り
環
境
課
の

一
部
（
公
害
対
策
、
環
境
美
化
、

地
球
環
境
対
策
、
動
物
の
愛
護

に
関
す
る
事
務
な
ど
）
を
統
合

し
ま
す
。

■
収
納
管
理
課

　
納
税
課
と
債
権
管
理
課
を
統

合
し
ま
す
。

市
役
所
１
・
３
階

■
都
市
魅
力
課

　
情
報
公
開
課
と
都
市
魅
力
創

生
課
を
統
合
し
ま
す
。

４
月
１

４
月
１
日日
　
～
、
～
、

(水)(水)

市
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま

市
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
すす

市
役
所
３
階

■
増
進
型
地
域
福
祉
・
若
者
施

策
推
進
室

　
増
進
型
地
域
福
祉
と
若
者
施

策
の
推
進
に
関
す
る
事
務
を
専

任
で
所
管
す
る
部
署
を
新
設
し

ま
す
。

市
役
所
４
階

■
人
権
・
市
民
協
働
課

　
人
権
政
策
課
と
市
民
協
働
課

を
統
合
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
課

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
か
ら
名

称
を
変
更
し
ま
す
。

■
金
剛
地
区
再
生
室

　
金
剛
地
区
の
再
生
に
関
す
る

事
務
を
専
任
で
所
管
す
る
部
署

を
新
設
し
ま
す
。

■
農
と
み
ど
り
推
進
課

　
農
業
振
興
課
と
み
ど
り
環
境

課
の
一
部
（
公
園
、
緑
地
、
自

然
環
境
保
全
、
水
路
の
管
理
に

関
す
る
事
務
な
ど
）
を
統
合
し

ま
す
。

■
文
化
財
課

　
４
月
６
日
捷
よ
り
、
窓
口
が

５
階
か
ら
４
階
へ
移
り
ま
す
。

消
防
本
部
５
階

■
危
機
管
理
室

　「
防
犯
事
務
」
が
総
務
課
か

ら
、「
防
犯
灯
及
び
防
犯
カ
メ
ラ

事
務
」
が
市
民
協
働
課
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
移
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
政
策
推
進
課

（
内
線
５
１
４
）

◇意見などの募集期間　４月２５日(土) ～５月１９日(火) 

◇素案の閲覧方法　４月２５日(土) ～、中央・金剛図書館、

中央・金剛・東公民館、人権文化センター、 Ｔｏｐｉｃ 
ト ピ ッ ク

（きらめき創造館）、すばるホール、レインボーホール

（市民会館）、総合福祉会館、けあぱる、かがりの郷、

保健センター、市民総合体育館、総合スポーツ公園、き

らめきファクトリー、市役所（都市魅力課および行政管

理課）、金剛連絡所または市ウェブサイト（パブリック

コメントのページ）でご覧いただけます

◇意見などの提出方法　５月１９日(火) （消印有効）まで

に、住所、氏名、電話番号、ご意見を記入し、はがき、

封書、ファクスまたはＥメールで傘５８４-８５１１常盤町１

の１　行政管理課〔鯖(２５)９０３７・Ｅメールg-kanri@city.

tondabayashi.lg.jp〕へ　

※直接持参も可。電話での受け付けはできません。な

お、提出されたご意見は、反映できるように検討させ

ていただきますが、個別に回答できませんのでご了承

ください。

問い合わせ　行政管理課（内線３３９）

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

　
本
市
で
は
、
平
成
　
年
度
よ

１７

り
５
年
を
一
期
と
し
た
「
行
財

政
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

３
期
　
年
に
わ
た
り
取
り
組
み

１５

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

影
響
に
よ
る
、
社
会
保
障
費
の

増
加
や
税
収
の
減
収
な
ど
、
本

市
を
取
り
巻
く
財
政
環
境
は
、

今
後
も
厳
し
い
状
況
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
社

会
情
勢
の
変
化
や
新
た
な
行
政

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
経

営
的
な
視
点
に
立
っ
た
行
財
政

運
営
に
取
り
組
む
た
め
、
新
た

に
令
和
２
～
６
年
度
を
計
画
期

間
と
し
た
（
仮
称
）「
行
財
政
経

営
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
け
る

「
基
本
方
針
」
等
に
つ
い
て
の

素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
素
案
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
左

記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

（
仮
称
）「
行
財
政
経
営
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
お
け
る
「
基
本
方
針
」
等
に
つ
い
て
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乳
幼
児
ご
み
シ
ー
ル

　
４
月
よ
り
、
子
育
て
世
帯
に

お
け
る
ご
み
処
理
の
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
紙
お
む
つ
を
常
時
利
用

し
て
い
る
３
歳
未
満
の
乳
幼
児

が
い
る
世
帯
に
、
申
請
に
よ
り

ご
み
シ
ー
ル
を
追
加
交
付
し
ま

す
。

交
付
申
請
　
該
当
す
る
乳
幼
児

の
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も

の
（
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

医
療
証
な
ど
）
を
持
っ
て
、
環

境
衛
生
課
ま
た
は
金
剛
連
絡
所

で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

※
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

高
齢
・
障
が
い
者
ご
み
シ
ー
ル

　
高
齢
や
身
体
の
障
が
い
な
ど

の
た
め
、
紙
お
む
つ
、
ス
ト
マ
、

腹
膜
透
析
液
バ
ッ
グ
を
常
時
利

用
し
て
い
る
人
に
、
申
請
に
よ

り
ご
み
シ
ー
ル
を
追
加
交
付
し

ま
す
。

交
付
申
請
　
初
め
て
の
申
請
に

は
証
明
が
必
要
で
す
。
環
境
衛

生
課
、
金
剛
連
絡
所
に
備
え
付

け
の
申
請
書
に
「
障
が
い
者
等

日
常
生
活
用
具
給
付
等
決
定
通

知
書
」
の
コ
ピ
ー
を
添
付
す
る

か
、
次
の
い
ず
れ
か
の
人
に
証

明
を
受
け
て
、
環
境
衛
生
課
ま

た
は
金
剛
連
絡
所
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い

◆
医
師
（
開
業
医
、
か
か
り
つ

け
医
な
ど
）

◆
地
域
の
民
生
委
員

◆
町
総
代
（
自
治
会
長
）

◆
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

※
２
年
目
以
降
、
証
明
は
不
要

で
す
が
、
申
請
は
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

（
内
線
１
４
４
～
１
４
６
）

紙
お
む
つ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
（
世
帯
）

に
ご
み
シ
ー
ル
を
追
加
交
付
し
ま
す

～
４
月
よ
り
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
い
る
世
帯

も
対
象
に
な
り
ま
す
～

避難行動要支援者名簿に登録を

　災害時の避難行動要支援者対策として、

本人の申し出などにより「避難行動要支援

者名簿」に登録し、支援が必要な人の情報

を適切な情報管理のもと、地域の支援組織

に提供し、いざというときに備えていただ

く取り組みを進めています。

　同名簿への登録を希望する人は、地域福

祉課または地域の民生委員・児童委員まで

ご連絡ください。

問い合わせ　地域福祉課（内線２８８）

災害による被害を最小限に           
～伏山聖ヶ丘地区に自主防災会が誕生～

　新たに伏山聖ヶ丘地区に自主防災会が結

成され、発電機やヘルメット、一輪車、ハ

ンマー、バールなどの防災資機材が配備さ

れました。今後、日頃の防災活動や地域で

発生した災害へのいち早い対応など、地域

防災の柱として住民の安全を確保するため

の活発な活動が期待されます。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔察(２３)

１１２５〕

防災情報音声案内サービスを        
ご利用ください

　同サービスは、防災無線から放送してい

る防災情報の放送内容を電話で確認できる

ものです。

　防災無線の放送が聞き取りにくい場合な

どは、次の電話番号へおかけください。

■防災情報音声案内サービス

〔察０８００（８０５）５６５３〕（固定電話、携帯電話共通）

問い合わせ　危機管理室（内線９５０３）

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

　
本
市
で
は
、
子
育
て
家
庭
を

支
援
す
る
た
め
、
産
前
・
産
後

の
家
庭
に
育
児
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
お
よ
び
利
用
期
間
　
妊

婦
ま
た
は
出
産
後
８
カ
月
以
内

の
産
婦
（
多
胎
児
の
場
合
は
出

産
後
　
カ
月
以
内
）

１２

利
用
回
数
　
利
用
期
間
内
に
　２０

回
ま
で
（
多
胎
児
の
場
合
は
　４０

回
ま
で
）　

※
１
日
１
回
２
時
間
以
内
。

利
用
時
間
　
月
～
金
曜
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
（
祝

３０

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）　
　

利
用
料
　
１
時
間
あ
た
り
２
５

０
円
（
住
民
税
非
課
税
・
生
活

保
護
世
帯
は
無
料
）

支
援
内
容
　
食
事
の
準
備
・
後

片
付
け
、
居
室
の
掃
除
、
洗
濯
、

生
活
必
需
品
の
買
い
物
、
授
乳

の
準
備
・
サ
ポ
ー
ト
、 沐
  浴
 補

も
く
 
よ
く

助
、
お
む
つ
交

換
、
兄
姉
の
遊

び
相
手
、
保
育

所
な
ど
へ
の
送

迎
の
付
き
添
い
（
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
）

利
用
申
請
　
印
鑑
と
母
子
健
康

手
帳
を
持
っ
て
、
こ
ど
も
未
来

室
（
内
線
2
0
４
）
へ

育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事育児ヘルパー事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

をををををををををををををををををををををごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささをご利用くださいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　
本
市
で
は
、
地
域
に
お
け
る

子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
「
子

ど
も
食
堂
」
の
運
営
に
取
り
組

む
団
体
に
対
し
て
、
経
費
の
一

部
を
補
助
す
る
な
ど
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
食
堂
の
開
設
相
談
、

子
ど
も
食
堂
の
運
営
を
支
援
す

る「
子
ど
も
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」

へ
の
登
録
方
法
、
子
ど
も
食
堂

へ
の
食
材
の
寄
贈
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
８
７
）

子
ど
も
食
堂
の

開
設
や
運
営
を

支
援
し
て
い
ま
す
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住
民
活
動
災
害
保
障
保
険
は

住
民
団
体
が
日
帰
り
で
実
施
す

る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
地
域
で
の
社
会
奉
仕
活
動

（
清
掃
活
動
、防
火
・
防
災
活
動
、

防
犯
活
動
、社
会
福
祉
活
動
な

ど
）中
の
事
故
・
災
害
に
対
し
、

責
任
者
の
賠
償
責
任
や
参
加
者

の
け
が
に
よ
る
入
院
・
通
院
な

ど
の
費
用
を
市
で
 補
  填
 す
る
こ

ほ
 
て
ん

と
に
よ
っ
て
、
住
民
活
動
の
促

進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
保

険
に
は
、
市
が
一
括
加
入
し
、

保
険
料
も
市
で
負
担
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
分
の
加
入
申
請
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

保
険
期
間
　
６
月
１
日
俄
～
令

和
３
年
６
月
１
日
峨

加
入
で
き
る
団
体
　
活
動
拠
点

が
市
内
に
あ
り
、
市
内
に
居
住

し
て
い
る
５
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体
（
指
導
者
お
よ
び
育
成

者
は
市
外
在
住
で
も
可
）

保
険
の
内
容

《
賠
償
責
任
保
険
》

・
対
人
賠
償
限
度
額
＝
被
害
者

１
人
に
つ
き
２
０
０
０
万
円
、

１
事
故
に
つ
き
１
億
円

・
対
物
賠
償
限
度
額
＝
１
事
故

に
つ
き
５
０
０
万
円

※
い
ず
れ
も
免
責
１
万
円
。

《
傷
害
保
険
》

・
死
亡
＝
２
０
０
万
円

・
後
遺
障
害
＝
６
万
～
２
０
０

万
円

・
入
院
＝
１
日
１
５
０
０
円

・
通
院
＝
１
日
１
０
０
０
円

※
入
院
、
通
院
は
事
故
日
よ
り

対
象
で
す
。
入
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
、
通
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
以
内
で
通
院
日
数
　９０

日
間
が
限
度
で
す
。

住
民
活
動
災
害
保
障
保
険
の

加
入
申
請
を
受
け
付
け

令
和
２
年
度
分

※
自
ら
の
娯
楽
な
ど
を
目
的
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
・
親
睦
活

動
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
　
４
月
　
日
我
ま
で

１５

に
、
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
昨
年
度
の
活
動
実
績

（
活
動
回
数
と
活
動
人
数
を
ま

と
め
た
資
料
）
と
今
年
度
の
活

動
予
定
を
添
え
て
、人
権
・
市
民

協
働
課
ま
た
は
各
団
体
の
関
係

す
る
部
署
へ
（
初
め
て
加
入
申

請
さ
れ
る
団
体
は
、
会
員
名
簿

を
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

※
申
請
用
紙
は
、
同
課
で
配
布

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
市
民
協

働
課
（
内
線
４
７
３
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
文
化
振
興
基
金
の
収
益
金
を

運
用
し
て
、
市
の
文
化
振
興
を

図
る
た
め
に
実
施
す
る
文
化
事

業
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
助
成
額
は
、
飲
食
費
な
ど
を

除
く
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
上
限
　
万
円
で
す
。

２０

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

事
業
で
、
令
和
３
年
３
月
　
日
３１

我
ま
で
に
実
施
し
、
確
認
書
類

を
提
出
で
き
る
事
業
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
事
業
をををををををををををををををををををををを

助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

助
成
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

■
団
体
結
成
後
の
節
目
（
　
周
１０

年
な
ど
）
に
文
化
の
振
興
に
著

し
く
寄
与
す
る
事
業

■
団
体
が
文
化
の
振
興
の
た
め

に
、
特
に
意
義
が
あ
る
事
業

■
市
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
と

市
内
文
化
団
体
が
協
働
し
て
文

化
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業

申
し
込
み
　
４
月
１
日
我
～
　３０

日
牙
に
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、 T
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
 （
き

ト

ピ

ッ

ク

ら
め
き
創
造
館
）
１
階
生
涯
学

習
課
〔
緯
　
８
０
５
６
〕
へ
　

（２６）

※
申
請
書
は
、
同
課
で
配
布

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
生
涯
学

習
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

　
 Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
 （
き
ら
め
き
創

ト

ピ

ッ

ク

造
館
）
は
、「
若
者
の
育
成
拠
点
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
青
少
年
を

は
じ
め
と
し
た
市
民
の
皆
さ
ん

の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
し
、

ま
た
、
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活

動
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
施
設
で
す
。

　
活
気
あ
ふ
れ
る
施
設
を
め
ざ

し
、
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
で
実
施
す
る

イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を
一
緒
に
考

え
て
く
れ
る「
青
少
年
委
員
会
」

の
メ
ン
バ
ー
を
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
募
集
し
ま
す
。

　
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
を
、
青
少
年
が

「
楽
し
み
な
が
ら
成
長
で
き
る

場
所
」「
困
っ
た
こ
と
を
解
決
で

き
る
場
所
」
に
す
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
若
い
皆
さ
ん
の
力
を
貸
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
で
中
学
１
年
生
～
　
歳
未

３０

満
の
人

募
集
人
数
　
　
人
３０

申
し
込
み
　
４
月
　
日
牙
ま
で

３０

に
、
生
涯
学
習
課
〔
緯
　
８
０

（２６）

５
６
〕
へ
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
抽
選
）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会青少年委員会」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
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市長と語ろう！わがまち富田林             
in 金剛公民館

　さまざまな活動をされている皆さんの声を、今後

のまちづくりにつなげます。

　市政に関しての建設的な意見や提案、アイデアな

どを市長に直接お聴かせください。

とき　５月２９日(金) 、午後６時～、午後７時～（１組

当たり３０分）

ところ　金剛公民館

対象者　市内在住・在勤・在学の人を含む団体また

はグループ

定員　２組（各組、最大５人まで）

申し込み　４月１日(水) ～２４日(金) （土・日曜日を除く午

前９時～午後５時３０分）に、市役所１階都市魅力課

に備え付けの申込書に必要事項を記入し、同課（内

線１８１）へ（申し込み多数の場合抽選）

※申込書は市ウェブサイト（市長の部屋のページ）

からダウンロードもできます。

中学生・高校生・大学中学生・高校生・大学生生

を中心とした
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本
市
で
は
、
市
内
で
の
創
業

を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、

市
創
業
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
も
本
市
と
羽
曳
野
市

の
２
会
場
で
４
回
に
分
け
て
、

創
業
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
無

料
で
学
べ
る「
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
の

回
を
選
択
し
て
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
各
回
の
全
日
程
を
受

講
し
た
人
は
、
創
業
す
る
際
に

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や
優
遇
措
置

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
支
援
や
優
遇
措
置
の
内
容
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
商
工
観
光
課
の
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
　
５
月
　
日
～
６
月
　
日

２１

１１

の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
～

９
時
（
全
４
回
）

と
こ
ろ
　
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の

（
羽
曳
野
市
軽
里
一
丁
目
１
の

１
）

定
員
　
　
人
３０

申
し
込
み
　
４
月
６
日
俄
～
、

富
田
林
商
工
会
〔
緯
　
１
１
０

（２５）

１
〕
、
ま
た
は
商
工
観
光
課
（
内

線
４
８
１
）
へ
（
申
し
込
み
先

着
順
）

※
第
２
回
は
７
月
～
、
第
３
回

は
９
月
～
、
第
４
回
は
　
月
～

１１

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
日
程
や
、
申
し
込
み
の

受
け
付
け
開
始
時
期
な
ど
は
決

ま
り
次
第
、
広
報
誌
や
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

第１回

創業セミナーを開催

 通  訳  付 き・
つう やく つ

 夜  間 の
や かん

 無 
む

 料 
りょう

 労  働  相  談 を
ろう どう そう だん

 開  始 します
かい し

　 職 
しょく

 場 での 労  働 
ば ろう どう

 条 
じょう

 件 や 賃  金 、 残 
けん ちん ぎん ざん

 業 
ぎょう

 代 などの 未  払 い、
だい み ばら

 職 
しょく

 場 
ば

のいじめなどについて、 日  本  語 の 理  解 が
に ほん ご り かい

 十 
じゅう

 分 でない 外  国 
ぶん がい こく

 人  市  民 が 相  談 できるよう、「 通  訳  付 き」の 労  働  相  談 を 開  始 
じん し みん そう だん つう やく つ ろう どう そう だん かい し

します。

　また、 労  働  者 が 相  談 しやすいよう、５ 月 より 奇  数  月 に
ろう どう しゃ そう だん がつ き すう づき

「 夜  間 」の 労  働  相  談 を 実  施 しますので、ぜひご 利  用 くだ
や かん ろう どう そう だん じっ し り よう

さい。

● 昼  間  相  談  日 
ひる ま そう だん び

とき　４ 月 、６ 月 、８ 月 、１０ 月 、１２ 月 、２ 月 の 第 ２ 木  曜 
がつ がつ がつ がつ がつ がつ だい もく よう

 日 、 午  後 ２ 時 ～５ 時 
び ご ご じ じ

ところ　 市  役  所 １ 階  市  民  相  談  室 
し やく しょ かい し みん そう だん しつ

● 夜  間  相  談  日 
や かん そう だん び

とき　５ 月 、７ 月 、９ 月 、１１ 月 、１ 月 、３ 月 の 第 ２ 木  曜 
がつ がつ がつ がつ がつ がつ だい もく よう

 日 、 午  後 ６ 時 ～８ 時 
び ご ご じ じ

ところ　 市  役  所  地  下 ９０４ 会  議  室 
し やく しょ ち か かい ぎ しつ

※ 第 ２ 木  曜  日 が
だい もく よう び

 祝 
しゅく

 日 の 場  合 などは、 相  談  日 は 翌  日 などに
じつ ば あい そう だん び よく じつ

 変  更 となります。
へん こう

※ 通  訳 は、 英  語 、
つう やく えい ご

 中 
ちゅう

 国  語 、 韓  国  語 ・
ごく ご かん こく ご

 朝 
ちょう

 鮮  語 、ポルトガル
せん ご

 語 、スペイン 語 、ベトナム 語 に 対  応 できます。
ご ご ご たい おう

 申 し
もう

 込 み
こ

　４ 月 ６ 日 (
がつ にち

 月 )～、
げつ

 商 
しょう

 工  観  光  課 （ 内  線 ４８１）へ
こう かん こう か ない せん

（ 申 し 込 み 先 
もう こ せん

 着  順 ）　
ちゃく じゅん

※ 通  訳  付 きの 労  働  相  談 を 希  望 する 場  合 は 相  談  日 の１
つう やく つ ろう どう そう だん き ぼう ば あい そう だん び

 週 
しゅう

 間 
かん

 前 までに 予  約 してください。
まえ よ やく

働くことに関する無料相談をご利用ください

　人権文化センター内にある市就労支援センターでは、

「子どもの手も離れてきたし、そろそろ働きたい」「なか

なか仕事が決まらない」「働きたいけど何から始めていい

のか分からない」など就職について悩みや疑問のある人

を対象に、就労支援コーディネーターによる無料相談を

実施しています。

　また、月１回（原則、第４火曜日）、市役所または金剛

連絡所で出張相談「お出かけ就労支援相談」も実施して

いますので、ぜひご利用ください。

※相談日程・時間・場所などは２６ページ「今月の相談」

をご覧ください。

問い合わせ　市就労支援センター〔察(２４)３７００・鯖(２５)

５９５２〕

令和２年度

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

遺
族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日

我
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を

受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、

特
別
弔
慰
金
が
遺
族
一
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

請
求
期
間
　
令
和
２
年
４
月
１

日
我
～
５
年
３
月
　
日
画

３１

対
象
者
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
人

※
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
人
が
い
な
い
場
合
は
、
戦
没

者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族

（
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
、
戦
没
者
と
１
年
以

上
の
生
計
関
係
が
あ
っ
た
三
親

等
内
親
族
）
の
う
ち
先
順
位
の

人
。

支
給
内
容
　
額
面
　
万
円
（
５

２５

年
償
還
の
記
名
国
債
）

※
支
給
を
受
け
る
に
は
、
請
求

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
８
）

第11回

特別弔慰金の

申請を受け付け

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
日
曜
交
付

　
同
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
休
日

窓
口
を
次
の
日
程
で
開
設
し
ま

す
。
申
請
者
本
人
が
お
越
し
く

だ
さ
い
。

と
き
　
①
４
月
５
日
　
、
②
　

(日)

１２

日
　
、
午
前
９
時
～
正
午

(日)
と
こ
ろ
　
①
市
役
所
１
階
市
民

窓
口
課
、
②
市
役
所
地
下
会
議

室
（
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
）　

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
５
月
３
日
　
は
、
シ
ス
テ
ム

(祝)

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
同

カ
ー
ド
の
日
曜
交
付
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
、
１
３
２
）
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本
市
で
は
、
国
が
指
定
す
る

５
歳
刻
み
の
定
期
接
種
の
年
齢

以
外
の
人
で
も
、
次
の
対
象
者
は

公
費
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
者
　
①
満
　
歳
以
上
で
今

６５

ま
で
に
公
費
助
成
を
受
け
て
同

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
人
、
②
満
　
歳
以
上
　
歳
未

６０

６５

満
の
人
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し

く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ

Ｖ
）
に
よ
り
免
疫
機
能
に
障
が

い
を
有
す
る
人
（
身
体
障
が
い

者
手
帳
１
級
を
有
す
る
人
ま
た

は
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
）

実
施
期
間
　
４
月
１
日
我
～
令

和
３
年
３
月
　
日
我
ま
で

３１

費
用
　
３
０
０
０
円
　

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
で
、
国

が
指
定
す
る
定
期
接
種
の
年
齢

の
人
（
次
の
年
齢
の
人
）
は
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
接
種
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

３０

３１

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

２５

２６

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

２０

２１

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

公
費
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
現
在
の
風
し
ん
の
発
生
状
況

を
踏
ま
え
、
令
和
元
年
度
か
ら

３
年
度
ま
で
の
間
、
抗
体
保
有

率
が
低
い
世
代
の
男
性
を
対
象

に
、
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
・
対
象
者

◆
抗
体
検
査
＝
昭
和
　
年
４
月

３７

２
日
～
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ

５４

の
男
性

◆
予
防
接
種
＝
抗
体
検
査
の
対

象
者
で
、
同
検
査
の
結
果
、
風

し
ん
抗
体
価
が
低
い
と
判
明
さ

れ
た
人

実
施
場
所
　
全
国
の
指
定
医
療

機
関

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
健
康
づ
く
り
推
進
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

費
用
　
無
料
（
た
だ
し
、
償
還

払
い
の
場
合
は
一
部
実
費
負
担

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

※
対
象
者
の
う
ち
、
今
年
度
は

次
の
対
象
者
に
４
月
中
に
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
す

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

３７

４７

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

・
令
和
元
年
度
の
対
象
者
（
昭

和
　
年
４
月
２
日
～
　
年
４
月

４７

５４

１
日
生
ま
れ
の
男
性
）
で
抗
体

検
査
を
受
け
て
い
な
い
人

※
対
象
者
で
、
平
成
　
年
２
月

３１

１
日
以
降
に
実
費
で
抗
体
検
査

の
み
を
実
施
し
た
人
も
助
成
の

対
象
と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

（２８）

風しん抗体検査・

予防接種の無料

クーポン券を送付

しています

　
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

と
飼
い
犬
登
録
を

下
表
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

※
昨
年
か
ら
、
変

更
・
廃
止
と
な
っ

て
い
る
会
場
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
雨
天
の

場
合
は
、
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
（
小
雨
決
行
。

中
止
が
決
定
し
た

場
合
は
、
そ
の
後

天
候
が
回
復
し
て

も
、
そ
の
日
は
中

止
と
な
り
ま
す
）。

※
体
調
な
ど
に
不

安
が
あ
る
場
合
や

治
療
・
投
薬
中
の

場
合
は
、
か
か
り

つ
け
の
動
物
病
院

で
の
接
種
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

費
用
　
１
匹
に
つ
き

・
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円

（
生
涯
１
回
）

・
注
射
手
数
料
３
３
０
０
円

（
狂
犬
病
予
防
注
射
２
７
５
０

円
、
注
射
済
票
５
５
０
円
）

※
犬
が
暴
れ
る
と
注
射
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
会
場
に
は
犬
を
お

と
な
し
く
で
き
る
人
が
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

（
内
線
１
４
３
、
１
４
７
）

狂犬病予防注射を

受けましょう

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

１５

１６

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
　
年

１０

１１

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
５
年
４
月
２
日
～
６
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
大
正
　
年
４
月
２
日
～
　
年

１４

１５

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
大
正
９
年
４
月
２
日
～
　
年
１０

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

申
し
込
み
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
察
　
５
５
２
０
〕
へ

（２８）

※
申
込
者
に
受
診
票
と
実
施
医

療
機
関
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
受
診
票
が
届
き
ま
し
た

ら
、
希
望
す
る
実
施
医
療
機
関

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
実
施
医
療
機
関
以
外
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。



１０

募
集
住
宅
・
戸
数
な
ど
　
左
表

の
と
お
り

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

②
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
婚
姻
予
定
者
、
未

市
営
錦
織
住
宅
、
市
営
甲
田
住
宅
、

市
営
若
松
団
地
の
入
居
者
を
募
集

届
け
の
夫
（
妻
）、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
受
領
証
を
交
付
さ

れ
た
人
を
含
む
）
が
あ
る
世
帯

④
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
収
入

基
準
に
合
う
人

・
申
込
家
族
全
員
（
申
込
者
と

同
居
人
）
の
収
入
を
含
め
た
計

算
後
の
月
収
額
が
　
万
８
０
０

１５

０
円
以
下
の
人

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
裁

量
階
層
世
帯
（
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
の
世
帯
）
に
該
当
す

る
人
で
、
計
算
後
の
月
収
額
が

　
万
８
０
０
０
円
を
超
え
　
万

１５

２５

９
０
０
０
円
以
下
の
人
で
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す

⑤
申
込
者
が
独
立
の
生
計
を
営

む
人
で
家
賃
、
共
益
費
を
払
う

こ
と
が
で
き
る
人

⑥
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
第
２
条
第
６
項
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
人

※
そ
の
他
、
申
し
込
み
資
格
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
申
込

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
書
の
配
布
　
４
月
１
日
我

～
　
日
我
（
土
・
日
曜
日
は
除

１５
く
）
に
、
住
宅
政
策
課
、
金
剛

連
絡
所
、
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー

で
配
布

申
し
込
み
　
４
月
１
日
我
～
　１５

日
我
（
消
印
有
効
）
に
、
指
定

の
封
筒
で
郵
送

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
６
、
４
３
７
）

　
宅
地
建
物
取
引
な
ど
の
場

で
、
同
和
地
区
で
あ
る
か
ど
う

か
を
尋
ね
た
り
、
同
和
地
区
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
宅
地
建
物

を
購
入
し
な
か
っ
た
り
す
る
こ

と
は
差
別
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
人
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
、
女
性
で
あ
る
と
い
う

理
由
だ
け
で
入
居
を
断
る
こ
と

も
差
別
と
な
り
ま
す
。

　
住
ま
い
の
差
別
を
な
く
し
、

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
ま
ち
を
、
私
た
ち
み
ん
な
の

力
で
築
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
市
民
協

働
課
（
内
線
４
７
２
）

や
め
よ
う

住
ま
い
の
差
別

リチウムイオン電池は適正に
処分してください

　携帯電話やパソコン、ゲーム機、電

子タバコなどに使用されているリチウ

ムイオン電池は、ごみの収集車の中で

ごみを圧縮した際に、破損して発火す

ることがあります。

　収集作業中の火災は円滑なごみ収集

に影響を及ぼすだけでなく、重大な事

故につながる恐れもあります。

　リチウムイオン電池を処分する場合

は、金属端子部分をテープで絶縁し処

分するか、販売店やリサイクル協力店

へお問い合わせください。

※リサイクル協力店など詳しくは、お

問い合わせください。

問い合わせ　環境衛生課（内線１４４～

１４６）

市アドプト・

ロード・

プログラム

登録団体募集

　
市
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
市
が
管
理
す

る
道
路
な
ど
の
一
定
区
間
を
、

地
元
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企
業
な

ど
に
、
清
掃
・
緑
化
な
ど
の
美

化
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
の
環
境
美
化

に
取
り
組
む
事
業
で
す
。

　
市
が
管
理
す
る
道
路
な
ど
を

継
続
的
に
美
化
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
団
体
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
、
４
１
４
）



１１

その契約、大丈夫？                                
～知っていますか？ＡＶ出演強要問題～

　４月は、ＡＶ出演強要・「ＪＫビジネス」等被害防止

月間です。

　近年、モデルやアイドルのスカウト、高収入アルバ

イトへの応募などをきっかけに、女性がアダルトビデ

オへの出演を強要されたり、性的なサービスを提供さ

せられたりする事例が発生しています。

　「性的な行為などの写真や動画を同意なく撮影され

た」「薬物やアルコールなどを使用され、意識がもうろ

うとしている間に性暴力を受けた」など被害に遭って

困っている人は一人で抱え込まず、次の相談窓口に相

談してください。

■性暴力救済センター・大阪（ＳＡＣＨＩＣＯ）〔察０７２

(３３０)０７９９〕（２４時間対応）

■性犯罪被害相談電話共通番号〔察＃８１０３〕

※詳しくは、内閣府男女共同参画局のホームページ

〔http://www.gender.go.jp/policy/no_violence/avjk/

index.html〕をご覧ください。

●女性のための電話相談を実施します

　本市では、同月間にあわせて「女性のための電話相

談」を実施します。女性相談員が一緒に考えます。

　匿名での相談もできます。

■特設女性のための電話相談〔察(２３)０５６７〕

とき　４月２１日(火) 、午前１０時～午後８時

問い合わせ　人権・市民協働課（内線４７４）

女性の悩み相談を毎月第３土曜日にも      
実施します

　４月より、毎月第２木曜日と第３金曜日に実施して

いた、女性の悩み相談（カウンセリング）の実施日を

増やし、第３土曜日にも実施します。

　女性カウンセラーがお聴きしますので、誰にも相談

できなかった悩みを話して、整理してみませんか。

　約５０分の予約制（申し込み先着順）で、費用は無料

です。秘密は厳守します。

※相談日程・時間などは、２６ページ「今月の相談」を

ご覧ください。

問い合わせ　人権・市民協働課（内線４７４）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
行

動
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
一
層
の
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

　
４
月
６
日
俄
か
ら
　
日
我
ま

１５

で
の
間
「
し
っ
か
り
と
　
止

ま
っ
て
か
く
に
ん
　
横
だ
ん
歩

道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
期
間
中
、「
横
断
歩
道
ハ
ン
ド

サ
イ
ン
運
動
」
の
推
進
な
ど
を

重
点
に
交
通
事
故
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
が
全
国
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

し
っ
か
り
と
　
止
ま
っ
て
か
く
に
ん
　
横
だ
ん
歩
道

　「
セ
ン
タ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
富

田
林
」
が
運
営
す
る
、
富
田
林

西
口
駅
自
転
車
駐
車
場
（
下
図

参
照
）
が
、
３
月
　

日
に
リ

１３

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
新
た
に
屋
根
と
一
時
利
用
向

け
の
自
動
精
算
機
が
設
置
さ
れ

た
他
、
一
時
利
用
で
は
原
動
機

付
自
転
車
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
４
月
よ
り
定

期
料
金
な
ど
一
部
の
料
金
が
変

更
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

富田林西口駅

自転車駐車場が

リニューアル

（
公
財
）
自
転
車
駐
車
場
整
備

セ
ン
タ
ー
〔
緯
０
６
（
６
４
４

９
）
０
９
９
１
〕
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
駅
周
辺
は
自
転
車
な

ど
の
放
置
を
禁
止
し
て
い
ま
す

の
で
、
自
転
車
な
ど
を
 停
 め
る

と

場
合
は
自
転
車
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を

　
息
子
な
ど
を
 騙
 り
、「
会
社
の

か
た

お
金
を
使
い
こ
ん
で
し
ま
い
、

お
金
が
必
要
」
な
ど
言
葉
巧
み

に
金
銭
を
要
求
す
る
電
話
が
多

数
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
際
は
、
一
度
電
話
を
切

り
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
知
ら
な
い
番
号
か
ら
の
電
話

に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
犯
人
は
、
声
が
残
る
の
を
嫌

が
り
ま
す
。
電
話
に
出
る
の
は

留
守
番
電
話
に
な
っ
て
、
相
手

の
声
を
聞
い
て
か
ら
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
動
録
音
や
自
動
着

信
拒
否
な
ど
防
犯
機
能
付
き
の

電
話
機
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
活
用
を
検
討
し
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

〔
察
　
１
２
３
４
〕

(２５)



１２

お届けします！特定健康診査受診券

　国民健康保険では、４０～７４歳の国民健康保険加入者に対

して４月下旬に「特定健康診査受診券」を送付しますので、

令和３年３月３１日(水) までに受診してください。

　受診券の郵送による再交付はできませんので、受診する

まで無くさないよう大切に保管してください。

特定健康診査の内容　メタボリックシンドロームに着目し

た健康診査で、問診、身体計測、腹囲・血圧測定、血液・

尿検査、診察など　

※同一年度内に受診券を利用できるのは、「国民健康保険総

合健康診断（人間ドック）」と「特定健康診査」のどちらか

一方です。なお、人間ドックに受診券を利用すると、本人

負担額が従来よりも軽減されます。

同診査の対象者など　市国民健康保険加入者のうち、実施

年度中（４月１日～翌年３月３１日）に４０～７４歳になる人に

年１回実施（昭和２０年９月～２１年３月生まれの人に限り誕

生日の前日まで受診可）。ただし、１１月１日以降に同保険

に加入した人は除きます

※詳しくは、受診券に同封のパンフレットをご覧くださ

い。なお、掲載されている実施指定医療機関で受診した場

合、追加項目健診が受けられます。

※資格喪失した場合は受診券の利用ができません。全額自

費負担となりますのでご注意ください。資格喪失の届け出

の遅れなどで喪失日をさかのぼった場合も同様です。

※同診査の案内のためにコールセンターから電話をする場

合があります。

問い合わせ　保険年金課（内線１５５、１８８）

総合健康診断（人間ドック）を実施しています

　国民健康保険では、加入者の健康保持増進のため、特定

健康診査の他に、人間ドックを実施しています。

ところ　済生会富田林病院健診センター、ＰＬ病院

対象者　市国民健康保険加入者で、同一年度内に人間ドッ

ク、特定健康診査を受診していない人　※同保険料を完納

している人に限ります。

費用　有料（市が２分の１負担）

※詳しくは、市ウェブサイト（保険年金課のページ）または

特定健康診査受診券に同封のパンフレットをご覧ください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５５、１８８）

国民健康保険料をはじめとした保険料還付金
の請求し忘れはありませんか

　保険料過誤納金還付請求権の消滅時効は、還付手続き日

の翌日より２年間となっています。時効となり、請求権が

消滅した還付金は請求を受け付けることができません。

　お手元に未請求の還付請求書が無いか、ご確認ください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５２、１５６）

国民健康保険料の納付は６月～３月の10回です

　平成３１年度（令和元年度）の保険料は第１０期分（令和２

年４月２日(木) 納期限）で納付が終了します。令和２年度の

保険料については、６月に納付額通知書を送付しますの

で、通知書がお手元に届きましたら、内容を確認し、６月

以降に納付してください。

問い合わせ　保険年金課（内線１５０、１５１）

国民健康保険に関するお知らせ

農
園
名
（
開
設
場
所
）
　
①
平
町

農
園
（
平
町
二
丁
目
）
、
②
喜
志

新
家
町
農
園
（
喜
志
新
家
町
二

丁
目
）
、
③
若
松
町
農
園
（
若
松

町
四
丁
目
）
、
④
宮
甲
田
農
園

（
甲
田
六
丁
目
）
、
⑤
西
板
持

農
園
（
西
板
持
町
四
丁
目
）
⑥

寺
池
台
農
園（
寺
池
台
三
丁
目
）

募
集
区
画
数
　
①
＝
８
区
画
、

②
＝
　
区
画
、
③
＝
７
区
画
、

１０

④
＝
２
区
画
、
⑤
＝
２
区
画
、

⑥
＝
２
区
画

利
用
料
　
①
～
⑤
＝
年
額
３
５

０
０
円
、
⑥
＝
年
額
４
５
０
０
円

※
１
区
画
約
　
平
方
㍍
。

１５

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
　
４
月
　
日
画
（
消

２４

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き

に
農
園
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
返
信
は
が
き
に
宛
名

を
記
入
し
、
衣
５
８
４
・
８
５

１
１
　
市
役
所
農
と
み
ど
り
推

進
課
内
市
民
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。
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９
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〕

「ＮＨＫのど自慢」と「市緑化フェア＆植木市」を
中止します

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、①４月５日(日) の

「ＮＨＫのど自慢」（４日(土) の予選会含む）と、②４月２３日(木) ～２６

日(日) に開催予定であった「市緑化フェア＆植木市」を中止します。

　楽しみにしていただいていた皆さんには大変申し訳ございませ

んが、ご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ　①は都市魅力課（内線３２６）、②は農とみどり推進課

（内線４４５）または市公園緑化協会（内線４０９）
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後期高齢者医療に関するお知らせ

後期高齢者医療保険料のお知らせと納付方法

■普通徴収の人（年金から天引きでない場合）

　今年７月に、令和２年度の後期高齢者医療保険料の決定

（本算定）に係る「保険料額決定通知書」と「納入通知書」

の一体型通知書を送付します。

　通知書に基づき、納付書払いや口座振替などの方法で納

付してください。

※状況により、１０月より特別徴収（年金からの天引き）に

変更となる場合があります。

■特別徴収の人（年金から天引きの場合）

　年金受給額が年額１８万円以上の場合は、原則として年６

回（偶数月）の年金受給時に、次のとおり年金から保険料

が天引きされます。

◇４・６・８月分

　平成３１年度（令和元年度）は普通徴収で納付されており、

誕生月により今年４・６・８月から新たに特別徴収となる

人には、平成３１年度（令和元年度）の保険料額をもとに仮

徴収額を決定します。

　それぞれ、事前に「保険料仮徴収額決定通知書」と「納

入通知書兼特別徴収開始通知書」の一体型通知書を送付し

ます。

　今年２月に保険料を特別徴収で納付していただき、４・

６・８月の年金受給時に、２月の納付額と同額を仮徴収額

として特別徴収する場合、通知はありません。

◇１０・１２・２月分

　令和２年度の後期高齢者医療保険料が決定（本算定）さ

れ、１０月分以降が特別徴収となる場合、７月に「保険料額決

定通知書」と「納入通知書兼特別徴収開始通知書」の一体

型通知書を送付します。

　１０月以降の年金受給時に、平成３１年（令和元年）中の所

得に基づいて計算された年間保険料（本算定額）から仮徴

収などにより、すでに納めていただいた金額を差し引いた

額を、支払い回数に振り分けて特別徴収します。

■特別徴収から口座振替に変更できます

　保険料の納付方法が特別徴収（年金からの天引き）の人

や、新たに特別徴収に変更される人は、

申し出により年金からの天引きを口座振

替での納付に変更できます。

　変更を希望する人は、預（貯）金通帳、

通帳の届け出印、被保険者証を福祉医療課まで持って来て

ください。

※なお、預（貯）金通帳、通帳の届け出印に代わり、金融

機関のキャッシュカードを持参することにより簡単に口座

振替の手続きができる「ペイジー口座振替サービス」を利

用していただける場合がありますので、事前にお問い合わ

せください。

問い合わせ　福祉医療課（内線１５８、１５９）

令和２年度の後期高齢者医療健康診査受診券
を発送します

　府後期高齢者医療広域連合では、４月下旬から５月上旬

に「健康診査受診券」を送付します（年度途中に被保険者

となられる人には、誕生月の翌月に送付します）。

　受診券に記載された有効期限内に、同広域連合が指定す

る医療機関などで、健康診査を１回、無料で受診できます。

　受診の際は、事前に医療機関などに予約し、受診券と被

保険者証を受診機関の窓口に提示してください。

※病院または診療所に６カ月以上継続して入院している

人、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、養護老人

ホーム、障がい者支援施設などに入所または入居している

人は対象になりません。なお、退院・退所したなど変更が

あった場合は、お問い合わせください。

問い合わせ　同広域連合給付課〔察０６(４７９０)２０３１〕

歯科健康診査を実施します

　府後期高齢者医療広域連合では、歯や歯肉の状態、 口  腔 
こう くう

衛生状態などをチェックし、口腔機能の低下や肺炎などを

予防するため、歯科健康診査を実施します。

　対象者には４月下旬から５月上旬に「歯科医院リスト」

を送付します（年度途中に被保険者となられる人には、誕

生月の翌月に送付します）。

　年度内に、同広域連合が指定する歯科医院で、歯科健康

診査を１回、無料で受診できます。受診の際は、事前に歯

科医院へお問い合わせの上、被保険者証を忘れずにお持ち

ください。

※病院または診療所に６カ月以上継続して入院している

人、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、養護老人

ホーム、障がい者支援施設などに入所または入居している

人は対象になりません。なお、退院・退所したなど変更が

あった場合は、お問い合わせください。

問い合わせ　同広域連合給付課〔察０６(４７９０)２０３１〕

後期高齢者医療制度人間ドック費用の一部を
助成します

　府後期高齢者医療広域連合では、被保険者を対象に、人

間ドック受診費用の一部助成事業（２万６０００円を限度に年

度内１回限り）を実施しています。

申し込み　令和３年３月３１日(水) までに、受診された人間

ドックの領収書、検査結果通知書など受診された検査項目

が分かるもの、被保険者証、助成金を振り込むための口座

番号が確認できるもの、印鑑を持って、福祉医療課（内線

１５８、１５９）へ。なお、支給は後日となります。

※人間ドックを受診された人は、申請されるまでの間、領

収書などを大切に保管してください。

※脳ドックなどのオプション検査費用は助成対象になりません。

問い合わせ　同広域連合給付課〔察０６(４７９０)２０３１〕
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「子どもサマープログラム～つなごう未来に～富田林市と大槌町の 絆 」参加者募集
きずな

　昭和２５年４月に誕生した富田林市は、今年４月１日(水) に、市制施行７０周年を迎えます。

　本市では、令和３年３月３１日(水) までの１年間を周年記念の年と位置付け、この記念すべき年を市民の皆さんと共に祝

うため、さまざまな記念事業を予定しています（下表参照）ので、市制施行７０周年をみんなで盛り上げましょう。

市制施行70周年記念事業を実施します

　本市と岩手県大槌町は、東日本大震災発生時から災害支援をはじめ「奇跡

の復興米」の栽培などを通じて、強い 絆 を紡いできました。
きずな

　このたび、市制施行７０周年を契機に、本市の子どもたちをメッセンジャー

として大槌町へ派遣する同プログラムを実施します。同プログラム中子ども

たちは、本市と大槌町の絆を未来へとつないでいくことを目的に、地元の子

どもたちとの交流や被災地視察、未曽有の震災を経験された大槌町長の講話

や町民の皆さんからのお話を聞き、その教訓から防災について学びます。

問い合わせ　都市魅力課（内線３２６）

とき　８月３日(月) ～６日(木) （３泊４日）

対象者　市内在住の小学５・６年生

定員　１６人

参加費　５０００円

申し込み　応募用紙に必要事項を記入し、大槌町の復興

に向けたメッセージ（１００字程度）を添えて、郵送または

メールで４月１日(水) ～２１日(火) （郵送の場合は消印有効）

に、傘５８４-８５１１常盤町１の１　市役所秘書課〔Ｅメール

mayor@city.tondabayashi.lg.jp〕へ（申し込み多数の場合抽

選）

※応募用紙は、市ウェブサイト（秘書課のページ）から

ダウンロードできます。

■注事事項

・同プログラムには添乗員と市職員が同行します。

・参加者の代表には、１１月１５日(日) に開催予定の市制施行

７０周年記念式典に出席し、同プログラムを通じて、学ん

だこと、体験したことを発表していただきます。

・子どもたちの活動の様子などを同行の市職員がビデオ

カメラなどで撮影し、撮影した映像や写真については、

市ウェブサイトや広報誌などで紹介する予定です。

・今後、新型コロナウイルスの感染拡大などで、安全に

同プログラムを実施できないと判断した場合は、中止す

る場合があります。

問い合わせ　秘書課（内線３１２）

大槌町大槌町のの「「吉里吉里 吉  里  吉  里 海岸」海岸」で遊ぶ子どもたちで遊ぶ子どもたち
き り きき り き りり
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園
が
開
園
（
　
年
６
月
）

５２

■
富
田
林
病
院
が
診
療
を
開
始
（
　
年
５２

　
月
）

１０■
喜
志
西
小
学
校
が
開
校（
　
年
４
月
）

５３

■
休
日
診
療
所
が
診
療
を
開
始
（
　
年
５３

６
月
）

《
市
制
　
周
年
（
昭
和
　
年
４
月
）》

３０

５５

■
藤
沢
台
小
学
校
、
葛
城
中
学
校
が
開

校
、
喜
志
西
幼
稚
園
が
開
園
（
　
年
４

５５

月
）

■
第
２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

（
　
年
４
月
）

５５
■
総
合
福
祉
会
館
が
オ
ー
プ
ン
（
　
年
５５

５
月
）

■
市
民
総
合
体
育
館
が
完
成
（
　
年
　

５５

１０

月
）

■
東
公
民
館
が
開
館
（
　
年
５
月
）

５６

■
公
会
堂
が
オ
ー
プ
ン
（
　
年
１
月
）

５７

■
消
防
署
金
剛
分
署
を
開
設
（
　
年
４

５７

月
）

■
喜
志
中
学
校
が
開
校
（
　
年
４
月
）

５８

■
金
剛
公
民
館
・
図
書
館
が
開
館
（
　５８

年
４
月
）

■
旧
杉
山
家
住
宅
を
買
収（
　
年
８
月
）

５８

■
旧
杉
山
家
住
宅
が
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
（
　
年
　
月
）

５８

１２

■
市
庁
舎
増
改
築
工
事
が
完
成
（
　
年
５９

　
月
）

１２■
藤
陽
中
学
校
が
開
校
（
　
年
４
月
）

６１

■
保
健
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
（
　
年
６２

６
月
）

■
小
金
台
小
学
校
が
開
校
（
平
成
元
年

４
月
）

《
市
制
　
周
年
（
平
成
２
年
４
月
）》

４０

■
向
陽
台
小
学
校
、
明
治
池
中
学
校
が

開
校
（
２
年
４
月
）

■
寺
内
町
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
（
３

年
４
月
）

■
す
ば
る
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
（
３
年

　
月
）

１０■
初
め
て
の
名
誉
市
民
が
誕
生
（
岸
本

忠
三
さ
ん
）（
４
年
　
月
）

１１

■
金
剛
東
保
育
園
、
津
々
山
台
幼
稚
園

が
開
園
（
５
年
４
月
）

■
農
業
公
園
「
サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
が

オ
ー
プ
ン
（
５
年
４
月
）

■
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
の
運
行
を
開
始

（
５
年
　
月
）

１０

■
富
田
林
斎
場
・
霊
園
の
利
用
を
開
始

（
６
年
４
月
）

■
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
オ
ー
プ
ン

（
６
年
６
月
）

■
粟
ケ
池
オ
ア
シ
ス
共
園
が
開
園
（
７

年
６
月
）

■
ケ
ア
セ
ン
タ
ー「
け
あ
ぱ
る
」が
オ
ー

プ
ン
（
８
年
５
月
）

■
富
田
林
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
が
完
成

（
９
年
４
月
）

■
寺
内
町
が
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
（
９
年
　
月
）

１０

《
市
制
　
周
年
（
平
成
　
年
４
月
）》

５０

１２

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
か
が
り

の
郷
」
が
オ
ー
プ
ン
（
　
年
４
月
）

１３

■
中
国
四
川
省
彭
州
市
と
友
好
協
力
関

係
を
締
結
（
　
年
　
月
）

１４

１２

■
新
し
い
消
防
庁
舎
が
完
成
（
　
年
４

１５

月
）

■
市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
（
　
年
　
月
）

１７

１１

■
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
が
オ
ー
プ
ン

（
　
年
４
月
）

１８
■
葛
城
中
学
校
で
中
学
校
給
食
が
ス

タ
ー
ト
（
　
年
１
月
）

１９

■
農
産
物
直
売
所
「
に
こ
に
こ
市
場
」

が
オ
ー
プ
ン
（
　
年
４
月
）

２１

《
市
制
　
周
年
（
平
成
　
年
４
月
）》

６０

２２

■
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
と
っ
ぴ
ー
」
が
誕
生
（
　
年
４
月
）

２２

■
じ
な
い
ま
ち
展
望
広
場
が
オ
ー
プ
ン

（
　
年
４
月
）

２２
■
新
し
い
金
剛
連
絡
所
が
オ
ー
プ
ン

（
　
年
　
月
）

２２

１０

■
中
学
校
給
食
が
全
校
で
実
施
（
　
年
２３

２
月
）

■
旧
田
中
家
住
宅
が
オ
ー
プ
ン
（
　
年
２４

５
月
）

■
富
田
林
駅
南
広
場
が
完
成
（
　
年
４

２５

月
）

■
富
田
林
興
正
寺
別
院
の
本
堂
な
ど
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定（
　
年
９
月
）

２６

■
観
光
交
流
施
設
「
き
ら
め
き
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
（
　
年
５
月
）

２７

■
市
民
プ
ー
ル
「
ア
ク
ア
パ
ー
ク
き
ら

め
き
」
が
オ
ー
プ
ン
（
　
年
７
月
）

２７

■
き
ら
め
き
創
造
館
が
オ
ー
プ
ン
（
　２９

年
９
月
）

■
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

（
　
年
４
月
）

３０
■
寺
内
町
全
域
が
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
追
加
選
定（
　
年
８
月
）

３０

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
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医
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医
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医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
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医
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医
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医
医
医
医
医
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医
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医
医
医
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医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

７０年の市政を支えた

歴代市長

西田　傳三郎

初代市長

昭和２５年４月～

２６年４月在任

尾崎　茂一

２・３代市長

昭和２６年４月～

３４年４月在任

　市制施行７０周年にあたり、これまで

富田林市の市政を支えた歴代の市長を

紹介します。

上 　大治郎

４代市長

昭和３４年５月～

３８年４月在任

西岡　實

５・６代市長

昭和３８年５月～

４２年７月在任

西岡　潔

７～９代市長

昭和４２年８月～

５０年８月在任

内田　次郎

１０～１６代市長

昭和５０年８月～

平成１５年４月在任

多田　利喜

１７～２０代市長

平成１５年５月～

３１年４月在任
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